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SDGs 達成に向けて、以下のとおり取り組むことを宣言します。 

 

１  SDGs 達成に向けて、現在取り組んでいること 

アパレル製品にカーボンフットプリントを表示 

 

 

 

２ 今後の SDGs 達成に向けて、（１）目指す方向（方針）（２）具体的に取り組みたいこと 

（１）目指す方向（方針） 

ファッション産業は石油産業に次いで2番目に環境負荷の高い産業と言われています。サステナブル

ファッションと称して業界では様々な取り組みがされており年々業界内での意識の高まりを感じてい

ます。取り組み内容の多くはバイオマス素材やリサイクル素材の活用による商品開発など、製造者側

から発信するものです。私たちは製造者と消費者双方の環境意識を高めるような取り組みで SDGs

に貢献したいと考えています。企業としては、サプライチェーンとして SDGs の実現に向けて、ファッシ

ョンやプリントに関わるあらゆる分野での環境負荷を減らす努力を 2030 年以降もし続けています。 

 

（２）具体的に取り組みたいこと 

アパレル製品一点ごとに製造から廃棄までの CO2 排出量と水消費量＝カーボンフットプリント（以下

CFP）を計算、表示します。 

計算には国立研究開発法人産業技術総合研究所の LCI データベース「AIST-IDEA Ver.3.4」デ

ータを利用します。当社では東京都中小企業振興公社の専門家支援を受け自社で独自に計算が可

能となりました。算出された計算結果をアパレル商品の襟ネーム、紙ラベルなどで表示し消費者がい

つでも CFP を確認できるようにします。 

 

３ 取組みを通じて目指したい SDGs のゴール（☑を入れてください。複数選択可） 

      

☐ ☐ ☐ ☐ ☐  

      

☐ ☐ ☐ ☐ ☐  



     

 

   ☐  

 

 


